
特
集
・
挑
戦
す
る
日
本
の
経
営
者
た
ち

群馬産業人クラブ地域間交流軌道に

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
拡
大
・
創
出

会長インタビュー

有田喜一氏（群栄化学工業社長）

　
―
２
０
１
４
年
度
に
発
足
か

ら

周
年
を
迎
え
ま
す
。

　
「
こ
れ
ま
で
も
常
に
次
世
代

を
に
ら
み
な
が
ら
、
変
革
す
る

時
流
に
応
じ
た
情
報
提
供
と
会

員
間
・
地
域
間
の
交
流
を
促
す

多
様
な
事
業
を
推
進
し
て
き
ま

し
た
。
定
期
開
催
す
る
講
演
会

は
、
経
営
者
や
後
継
者
が
興
味

や
関
心
を
持
つ
経
営
や
技
術
、

政
策
、
経
済
な
ど
が
テ
ー
マ
で

す
。

―

年
は
世
界
的
な
自

動
車
部
品
大
手
の
幹
部
を
招
い

た
講
演
会
や
新
車
開
発
の
最
前

線
の
技
術
者
を
招
い
た
技
術
説

明
会
、
現
場
視
察
に
重
点
を
置

い
た
先
端
企
業
技
術
見
学
会
を

福
島
県
で
開
く
な
ど
幅
広
い
活

動
を
実
施
し
ま
し
た
」

　
「
地
域
間
交
流
に
も
力
を
入

れ
て
お
り
、
昨
年
は
栃
木
産
業

人
ク
ラ
ブ
と
の
親
睦
ゴ
ル
フ
大

会
を
開
き
ま
し
た
。

年
は
新

機
軸
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
計
画

し
、
積
極
的
に
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
の
拡
大
、
創
出
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
で
す
」

　
―
群
馬
経
済
の
足
元
の
状
況

は
。

　
「
製
造
品
出
荷
額
の
約
３
割

を
占
め
る
輸
送
機
器
を
中
心
に

海
外
の
現
地
生
産
、
現
地
調
達

に
よ
る
海
外
シ
フ
ト
が
加
速
し

て
い
ま
す
。
足
元
の
円
高
修
正

や
株
高
を
反
映
し
、
県
内
で
盛

ん
な
自
動
車
産
業
を
中
心
に
業

績
拡
大
を
期
待
す
る
声
も
聞
こ

え
始
め
ま
し
た
。
シ
ェ
ー
ル
ガ

ス
革
命
や
環
太
平
洋
連
携
協
定

Ｔ
Ｐ
Ｐ

な
ど
産
業
界
の
動

向
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
可

能
性
が
あ
る
テ
ー
マ
は
多
く
、

動
向
を
注
視
し
な
が
ら
商
機
を

取
り
込
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
中
国
の
金
融
不
安
問

題
な
ど
も
起
き
て
い
ま
す
が
、

一
喜
一
憂
せ
ず
に
愚
直
に
モ
ノ

づ
く
り
に
励
む
こ
と
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
」

　
―
自
社
の
事
業
を
通
し
て
海

外
の
動
向
を
ど
う
分
析
し
て
い

ま
す
か
。

　
「

年
に
合
弁
事
業
で
進
出

し
た
イ
ン
ド
は

―

年
先
を

見
す
え
た
投
資
で
す
。
足
元
で

は
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
追
い
つ
い

て
い
ま
せ
ん
。
一
方
、

年
代

に
進
出
し
た
タ
イ
は
少
し
ず
つ

事
業
環
境
が
整
い
、
車
や
住
宅

向
け
が
好
調
で
ア
ジ
ア
へ
の
輸

出
基
地
と
し
て
発
展
し
て
い
ま

す
」

　
―
３
Ｄ

３
次
元

プ
リ
ン

タ
ー
を
活
用
し
た
新
規
事
業
の

育
成
に
も
熱
心
で
す
。

　
「
車
関
連
の
鋳
物
用
金
型
の

試
作
な
ど
で
ニ
ー
ズ
が
あ
り
、

コ
ス
ト
低
減
に
貢
献
で
き
る
と

考
え
ま
す
。
３
Ｄ
の
絵
を
印
刷

す
る
よ
う
な
感
覚
で
、
型
を
簡

単
に
造
形
で
き
る
よ
う
技
術
開

発
を
急
い
で
い
ま
す
」

　
―
一
方
、
国
内
拠
点
の
位
置

づ
け
は
ど
う
変
わ
り
ま
す
か
。

　
「
需
要
が
あ
る
高
付
加
価
値

品
の
少
量
生
産
が
鍵
を
握
り
ま

す
。
例
え
ば
当
社
の
カ
イ
ノ
ー

ル
は
フ
ェ
ノ
ー
ル
樹
脂
を
高
機

能
な
繊
維
に
し
た
商
品
で
す
。

国
内
市
場
を
見
す
え
て
生
産
体

制
を
確
立
す
る
一
方
で
、
取
引

先
と
の
共
同
研
究
を
進
め
て
い

き
た
い
で
す
。

年
に
は
三
菱

自
動
車
と
新
神
戸
電
機
と
共
同

で
植
物
由
来
の
自
動
車
部
品
を

開
発
し
ま
し
た
。
普
及
に
時
間

は
か
か
り
ま
す
が
、
方
向
性
は

間
違
っ
て
い
ま
せ
ん
。
当
社
に

限
ら
ず
、
世
界
で
戦
え
る
日
本

発
の
技
術
開
発
こ
そ
産
業
人
と

し
て
進
む
道
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
」

概　要

◇１９６４年４月 日設立　会員数４４人
◇事務局所在地　 　前橋市表町１の の１
　　　　　　　　　（日刊工業新聞社群馬支局内）
◇電話　 　０２７・２２３・３１８７車

産
業
１
０
０
年
後
見
す
え
交
流

群
馬
・
近
隣
県
社
経
産
省
と
意
見
交
換

■
　事
例
を
学
ぶ

　
企
業
の

％
以
上
を
中
小

企
業
が
占
め
る
日
本
。
群
馬

で
も
全
国
の
先
進
企
業
を
参

考
に
し
て
自
社
の
経
営
に
生

か
そ
う
と
い
う
活
動
が
盛
ん

だ
。
そ
の
一
つ
が
現
場
視
察

と
勉
強
会
を
中
心
と
し
た

「
先
端
企
業
技
術
見
学
会
」

だ
。
前
橋
市
の
補
助
金
を
活

用
し
な
が
ら
県
外
の
成
長
企

業
を
訪
問
し
て
い
る
。

年

３
月
に
は
前
橋
市
の
異
業
種

で
構
成
す
る
前
橋
市
異
業
種

交
流
グ
ル
ー
プ
と
協
力
し
、

福
島
県
い
わ
き
市
を
２
日
間

に
わ
た
っ
て
訪
れ
た
。

　
超
硬
工
具
大
手
の
タ
ン
ガ

ロ
イ
と
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
二

次
電
池
な
ど
の
検
査
装
置
で

国
内
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
握
る

東
洋
シ
ス
テ
ム
を
訪
問
。
特

殊
技
術
と
独
自
の
最
新
設
備

を
生
か
す
２
社
か
ら
世
界
と

の
競
争
に
勝
つ
ヒ
ン
ト
を
得

よ
う
と
、
群
馬
県
内
か
ら
６

社
・
団
体
が
参
加
し
た
。

■
　一
貫
工
程
見
学

　
初
日
は
タ
ン
ガ
ロ
イ
の
新

工
場
棟
を
見
学
し
た
。
同
社

に
は
米
著
名
投
資
家
の
ウ
ォ

ー
レ
ン
・
バ
フ
ェ
ッ
ト
氏
が

オ
ラ
ン
ダ
の
Ｉ
Ｍ
Ｃ
グ
ル
ー

プ
を
通
じ
て
間
接
出
資
す

る
。
刃
先
交
換
チ
ッ
プ

イ

ン
サ
ー
ト

の
材
料
と
な
る

希
少
金
属
の
タ
ン
グ
ス
テ
ン

や
コ
バ
ル
ト
な
ど
を
焼
き
固

め
る
焼
結
工
程
か
ら
研
削
、

表
面
処
理
な
ど
効
率
の
高
い

一
貫
工
程
を
視
察
し
た
。
親

会
社
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
切
削

工
具
会
社
の
イ
ス
カ
ル
な
ど

を
傘
下
に
置
き
、
グ
ル
ー
プ

全
体
の
自
動
化
ノ
ウ
ハ
ウ
な

ど
を
生
産
ラ
イ
ン
の
至
る
所

に
活
用
し
て
い
る
。
担
当
者

は
「
親
会
社
の
先
行
技
術
を

タ
ン
ガ
ロ
イ
の
力
で
さ
ら
に

改
良
を
加
え
て
生
産
技
術
を

確
立
し
た
い
」
と
普
段
は
立

ち
入
り
で
き
な
い
工
場
内
を

見
学
し
な
が
ら
丁
寧
に
事
業

概
要
を
解
説
し
た
。

■
　改
良
が
市
場
生
む

　
２
日
目
に
訪
れ
た
東
洋
シ

ス
テ
ム
は
、
す
き
間
市
場
で

存
在
感
を
み
せ
る
企
業
と
し

て
群
馬
の
会
員
各
社
に
と
っ

て
も
生
き
た
教
材
と
な
っ

た
。
二
次
電
池
の
検
査
装
置

メ
ー
カ
ー
と
し
て
、
機
種
に

よ
っ
て
５
―
８
割
の
高
シ
ェ

ア
を
握
る
。
例
え
ば
、
日
本

の
エ
コ
カ
ー
市
場
で
市
民
権

を
得
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
。

車
載
電
池
が
高
機
能
化
す
れ

ば
、
商
品
全
体
の
魅
力
に
直

結
す
る
た
め
検
査
装
置
の
需

要
が
急
増
し
て
い
る
。

　
主
な
顧
客
は
自
動
車
や
電

池
、
材
料
メ
ー
カ
ー
な
ど
多

彩
な
顔
ぶ
れ
が
並
ぶ
。
追
い

風
が
吹
く
中
、
生
産
現
場
は

組
立
作
業
で
忙
し
い
。
一

方
、
大
手
企
業
が
採
算
が
合

わ
ず
に
作
ら
な
い
小
ロ
ッ
ト

の
電
池
本
体
の
受
託
製
造
な

ど
す
き
間
を
突
く
戦
略
は
明

快
だ
。
永
島
彰
彦
総
務
部
長

は
「
電
池
の
改
良
で
商
品
全

体
の
機
能
が
よ
り
改
善
し
、

新
し
い
市
場
が
生
ま
れ
る
」

と
し
、
稼
働
時
間
を
伸
ば
し

た
い
介
護
用
ロ
ボ
ッ
ト
向
け

な
ど
新
規
需
要
の
取
り
込
み

に
力
を
入
れ
て
い
る
。

年

中
に
は
本
社
隣
に
新
本
社
を

建
設
す
る
な
ど
積
極
投
資
で

成
長
を
加
速
す
る
。
ニ
ー
ズ

に
寄
り
添
っ
て
着
実
に
成
果

を
生
み
出
す
企
業
の
姿
に
、

参
加
者
も
熱
心
に
メ
モ
を
と

っ
た
。
期
間
中
、
視
察
団
は

津
波
被
害
が
激
し
か
っ
た
薄

磯
地
区
を
訪
れ
た
。
同
地
区

の
犠
牲
者
は
市
全
体
の
３
分

の
１
以
上
を
占
め
た
と
い

う
。
関
東
精
機
の

澤
恭
一

社
長
は
「
震
災
か
ら
２
年
た

っ
た
今
で
も
復
興
は
道
半

ば
。
爪
痕
の
残
る
様
子
が
ま

じ
ま
じ
と
垣
間
見
ら
れ
た
」

と
ふ
り
返
っ
た
。

　
群
馬
産
業
人
ク
ラ
ブ
は
４

月
に
活
動

年
目
に
入
っ

た
。
７
月
の
定
時
総
会
は
、

足
元
の
円
高
是
正
や
株
高
で

景
気
の
高
揚
感
が
漂
う
中
で

の
開
催
と
な
っ
た
。
そ
れ
で

も
、
有
田
会
長
は
「
一
喜
一

憂
せ
ず
に
愚
直
に
モ
ノ
づ
く

り
に
励
ん
で
い
こ
う
」
と
強

く
会
員
各
社
に
呼
び
か
け

た
。
近
年
で
は
周
辺
県
の
異

業
種
グ
ル
ー
プ
と
の
交
流
が

軌
道
に
乗
っ
て
い
る
ほ
か
、

さ
ら
な
る
拡
大
を
模
索
し
て

い
る
。
群
馬
で
は

年
か
ら

新
た
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

く
な
ど
、
会
員
の
関
心
や
好

奇
心
に
応
え
る
活
動
を
一
層

進
め
る
た
め
準
備
を
進
め
て

い
る
。
次
の

年
を
見
す

え
、
群
馬
産
業
人
ク
ラ
ブ
の

第
二
章
が
始
ま
る
。

　
群
馬
産
業
人
ク
ラ
ブ

有

田
喜
一
会
長

群
栄
化
学
工

業
社
長

は
、
１
９
６
４
年

昭

の
「
工
業
人
ク
ラ

ブ
」
発
足
か
ら
数
え
て

年

度
に

周
年
を
迎
え
る
。
県

内
産
業
の
特
徴
を
色
濃
く
反

映
し
、
金
型
や
金
属
加
工
、

樹
脂
成
形
、
自
動
車
部
品
大

手
な
ど
幅
広
い
製
造
業

社

が
名
を
連
ね
る
。
国
の
経
済

政
策
な
ど
で
足
元
の
景
況
は

上
向
い
て
い
る
。
会
員
各
社

は
確
実
な
実
需
に
結
び
つ
け

る
た
め
の
経
営
の
ヒ
ン
ト
を

得
よ
う
と
、
ク
ラ
ブ
活
動
を

有
効
活
用
し
て
い
る
。

■
　政
策
は
転
換
点

　
富
士
重
工
業
が
国
内
唯
一

の
乗
用
車
工
場
を
置
く
群
馬

県
太
田
市
。
こ
の
企
業
城
下

町
で
５
月
、
群
馬
県
と
栃
木

県
、
そ
れ
に
埼
玉
県
の
自
動

車
関
連
企
業

社
が
集
ま

り
、
経
済
産
業
省
と
非
公
開

の
会
合
を
開
い
た
。
自
動
車

業
界
の
１
０
０
年
後
の
姿
を

見
す
え
た
「
自
動
車
産
業
ビ

ジ
ョ
ン
意
見
交
換
会
」
。
経

産
省
製
造
産
業
局
自
動
車
課

の
中
山
文
博
企
画
調
整
係
長

は
「
国
の
政
策
は
転
換
点
に

あ
り
、
現
場
と
ず
れ
が
生
じ

な
い
よ
う
に
生
の
声
を
反
映

し
た
い
」
と
開
催
の
狙
い
を

語
る
。
金
型
や
プ
レ
ス
、
情

報
技
術
な
ど
北
関
東
圏
は
自

動
車
産
業
の
集
積
地
だ
。
中

小
企
業
の
厳
し
い
原
価
低
減

の
実
情
や
、
事
業
環
境
で
悩

み
を
抱
え
る
中
で
成
長
を
目

指
す
企
業
の
生
の
意
見
を
交

わ
す
の
が
狙
い
だ
っ
た
。

■
　相
次
ぎ
提
案

　
中
山
係
長
は
車
産
業
の
歴

史
を
技
術
や
規
制
・
制
度
面

な
ど
か
ら
振
り
返
り
、
参
加

者
か
ら
質
問
や
要
望
を
受
け

な
が
ら
議
論
し
た
。
参
加
企

業
ら
は
「
自
動
車
関
係
諸
税

の
大
幅
見
直
し
」
や
「
コ
ス

ト
削
減
の
連
続
で
疲
弊
し
て

い
る
。
持
ち
株
会
社
の
下
に

中
核
技
術
を
持
っ
た
複
数
の

中
小
企
業
が
入
る
仕
組
み
が

必
要
で
は
」
と
い
っ
た
企
業

連
携
網
の
整
備
な
ど
多
様
な

考
え
や
意
見
を
相
次
い
で
提

案
し
た
。

　
そ
の
中
で
、
中
山
係
長
は

特
殊
な
技
術
や
製
品
で
世
界

規
模
の
優
位
性
を
保
つ
グ
ロ

ー
バ
ル
ニ
ッ
チ
ト
ッ
プ

Ｇ

Ｎ
Ｔ

企
業
を
育
て
る
機
関

創
設
な
ど
に
も
言
及
し
た
。

会
員
企
業
で
あ
る
カ
ー
エ
ア

コ
ン
用
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
製

造
の
サ
ン
デ
ン
を
例
に
「
自

動
車
メ
ー
カ
ー
の
系
列
に
属

さ
ず
、
地
元
へ
の
強
い
こ
だ

わ
り
を
持
ち
な
が
ら
グ
ロ
ー

バ
ル
で
高
シ
ェ
ア
を
握
っ
て

い
る
」
と
紹
介
。
「
中
小
企

業
は
地
域
の
雇
用
、
経
済
を

支
え
て
い
る
。
国
内
の
生
産

基
盤
を
守
る
と
い
う
意
味
で

も
競
争
力
を
高
め
る
支
援
を

政
策
に
反
映
し
た
い
」
と
意

気
込
ん
だ
。
大
企
業
一
辺
倒

で
な
く
、
中
小
・
零
細
企
業

の
声
を
反
映
し
て
意
味
あ
る

政
策
に
し
よ
う
と
両
者
の
熱

の
こ
も
っ
た
意
見
が
盛
ん
に

出
た
。

「シェアトップ」にあり世界競争に勝つヒント先端企業技術見学会
（タンガロイの工場）

（ ） 　　 （第２部） ２０１３年 平成２５年 ８月３０日 金曜日 　　


